
 

 

 

 

 

 

 4 月５日、横須賀市立久里浜小学校の平成３０年度（2018 年度）が始まりました。入学式では、

115 名の新一年生が入学しました。在籍児童 728 名、本市で一番規模の大きい久里浜小学校を、

本年度もよろしくお願いいたします。 

 

こんな学校にしたい 

４月１日付で着任いたしました、木屋哲人と

申します。かつて久里浜小に２年間、教頭とし

て勤務していたことがありました。改めまして

よろしくお願いいたします。 

ところで、教頭も増田喜明にかわり、管理職

二人の配置換えということで、保護者、地域の

皆様にも様々なご不便をおかけするかもし

れません。一日も早く久里浜小のペースに乗

れるよういたしたいと思います。 

 さて、学校はやはり、喜びのあるところで

あるべきと考えます。たとえば社会全体が貧

しい時代の学校は、最先端の知識や技術にあ

ふれた場所でした。学校で映画を観た、普通

なら行かれないところに遠足で連れて行っ

てもらえたなどの経験だけでなく、読みたくな

る本がたくさんある、珍しい動物のはく製があ

る、顕微鏡を使わせてもらえたなど、非日常が

たくさんあって、わくわくする場所だったはず

です。しかし、先端技術という点では、今では各

家庭の方が学校を上回っています。“ホウキとち

り取りが掃除の基本アイテム”というのは、今

では、学校だけです。それでも、学校へ行けば何

か新しいことを知ることができる、たくさんの

友だちに会えて楽しく過ごせる、そんな喜びに

あふれた場所でありたいと思います。 

 子どもたちが笑顔で登校する学校にしたいと

努力してまいります。 

様々な学級開き 

 子どもたちにと

って、どんな先生

が学級担任になる

のかは、大きな問

題です。また、学級担任にとっても、子どもたち

との最初の出会いは、緊張するものです。学級

担任と子どもたちが出会い、互

いに自己紹介をし、こんな学級

にしていきたいと意思を共有す

る学級活動を、私たちは“学級

開き”と呼んでいます。 

 ４月６日、各学級では様々な

学級開きが行われていました。

竹田教諭（2―2）は満面の笑み

で子どもたちに接していました。隣の 2－3 で

は鳥村教諭が４択のクイズで自己紹介をしてい

ました。1－2 で

は井上教諭が、和

式トイレの使い

方を説明してい

ました。多くの家庭が洋式トイレになっていま

すし、中には、手洗いがセンサー付き自動水栓

という場合もあります。蛇口をひねって水を出

すことを知らない子どももいると聞きました。 

 1 年生には、特に、学級開きのときから、ひ

とつずつ生活の仕方を教えていくことが必要な

ようです。
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年間行事予定です 

 大まかですが、今年度の

行事予定をお示しいたし

ます。未定である行事もあ

り、今後、追加されること

もあります。変更される可

能性もあります。その際は、

学級、学年通信などにより

お知らせいたします。 

 授業時間数確保の関係

から、給食の食数が増えて

います。8 月 27 日から登

校が始まったり、12 月

25 日まで授業があった

り、また１月７日から登校

したりするなど、長期休業

も若干短くなりました（秋

季休業はあります）。 

 各ご家庭におかれまし

ては、運動会や授業参観、

懇談会、個人面談、引き取

り下校訓練などで、ご来校

いただくことになります。

お忙しい中とは存じます

が、よろしくお願いいたし

ます。 

  

 


